
ＮＰＯ法人兵庫県腎友会

2025年度(令和7年度）事業報告書

はじめに

兵庫県腎友会の活動の二本柱である「国会請願署名活動」と「県下41市町要望懇談」

を力強く推進するため、今年度もブロックという「縦の軸」と委員会という「横の

軸」を連携させ、組織強化に努めてまいりました。日頃より活動を支えてくださる会

員の皆様に、心より感謝申し上げます。

署名活動におきましては、淡路ブロックでの「農業まつり」をモデルに、明石駅前

や西宮北口での街頭署名、各地の講演会等を通じて広く協力を呼びかけました。結果

として総数は前年を下回りましたが、透析施設や非会員の方々からも温かなご支援を

いただき、当会代表10名の手で衆参両院の国会議員13名へ直接署名を届けることがで

きました。また、41市町要望懇談では、新任を含む30名の市長・町長に対し、各役員

が直接、通院送迎助成の拡充や災害時の通院確保を重点的に要望いたしました。

組織運営面では、今年度も200名以上の新入会員をお迎えすることができました。患

者の皆様の生活を守る「QOL向上委員会」では、災害対策や免疫力アップのための落語

交流会を開催し、また「元気アップ委員会」では、淡路での玉ねぎ収穫、透析食の食

事会、2年に一度の親睦バス旅行など、心身ともに健やかな交流を実施いたしました。

さらに組織運営委員会では、阪神・淡路大震災から30年を記念した「語り部プロジェ

クト～命のバトン 後世へ～」を制作したほか、透析施設と連携した災害時マニュアル

の調査や「災害時標語」のマジックシート作製など、いざという時に役立つ備えも強

化しております。

今年度は5年に一度の「透析患者実態調査」へも多大なご協力をいただき、誠にあり

がとうございました。高齢化に伴い生活上の課題は増えておりますが、この調査結果

を活動に反映させ、患者の暮らしを守る活動をさらに力強く展開していく決意です。

今後も国や自治体へ強く働きかけてまいりますので、皆様の変わらぬご協力をお願い

申し上げます。

以下、2025年度の事業取り組みについて具体的内容を合わせて報告します。



1. 腎臓病患者のくらしを守るための事業

私たち透析患者は、政権の交代や刻々と変化する社会情勢の影響を強く受けやすい環

境にあります。そのような中、従来通りの助成や支援が継続されていることに対し、

私たちの治療を支えてくださる関係者の皆様に深く感謝申し上げます。

諸制度の維持・改善には国への働きかけが不可欠である一方、福祉助成の内容は市

町によって異なる部分も多いため、各自治体との懇談は欠かせません。毎年の国会請

願署名活動や、県内41市町への要望懇談において、支援継続の確認ができるたびに胸

をなでおろす思いです。

会員減少という課題はありますが、署名活動においては学習会や各地のイベントを

通じ、一般の方々からも多くのご協力をいただくことができました。今後は、これま

での手法に加え、新しい署名活動のあり方を皆様と検討し、次世代へとつなげていき

たいと考えております。

次に危機管理対策についてです。各地で相次ぐ災害のニュースに不安を覚えること

も多いですが、私たちにできることは、他団体との講演会等を通じて情報を収集し、

備えを万全にすることです。各透析施設でもマニュアル作成が進んでいますが、腎友

会としては、緊急時に冷静に行動できるよう「大災害時にまずすべきこと」を記載し

たマグネットシートを作製し、会員の皆様に配付いたしました。ぜひ、日々の備えに

ご活用いただければ幸いです。

1. 県・市・町行政・議会との懇談要望活動

(1)兵庫県

①2026年度当初予算編成にかかる要望書提出(9/16)

②県担当部局との意見交換会(12/16)

(2)兵庫県議会各会派及び各市議会議員との政策要望懇談

①自民党神戸市会議員団(8/17)

②自民党県議団（9/4、3/18）

②立憲民主党神戸市会議員団(4/7)

③公明党（衆・参・県/市議会）議員団(11/18)、公明党(9/22)

(3)市町行政・議会との政策要望懇談、兵庫県内市町と周辺市町

  西宮市・芦屋市（7/1）佐用町(7/3) 伊丹市・宝塚市(7/8) 

  尼崎市・川西市(7/15) 福崎町（7/17）市川町(7/17)

  三田市・太子町（7/22）神河町(7/24) 宍粟市（7/24）

  豊能郡能勢町(7/29) たつの市(7/31) 赤穂市・小野市・播磨町（8/5）

  姫路市・西脇市(8/7) 明石市・高砂市（8/12）丹波篠山市・加東市(8/14) 

  稲美町・三木市・相生市（8/19）加西市・丹波市・淡路市（8/21）

  加古川市・南あわじ市（8/26）洲本市・多可町・上郡町(8/28) 

  養父市・朝来市（10/23）・豊岡市・香美町・新温泉町(10/24)

2. 第55次国会請願署名・募金活動の取組み



  (1)取組期間 2025年12月～2026年1月末日

  (2)署名・募金結果※（ブロック別集計結果；下表参照）

   署名数：13,740筆（昨年15,940筆▲2,200筆）

  寄付金額：2,1８０千円（昨年2,567千円、昨年対比-387千円）

  内300千円を京都大学再生医療基金に寄付（令和4年より毎年実施）

(3)紹介議員（敬称略）衆議院4名、参議院6名

・衆議院…関 芳弘、西村 康稔、赤羽 一嘉、中野 洋昌、藤井比早之

・参議院…伊藤孝江、加田裕之、水岡俊一、末松信介、片山大介、高橋光男

・訪問議員：大串正樹(衆)、山田賢司(衆)

3. 危機管理対策事業

(1)新入会員への配付物

①会員証の作成

②「透析患者災害時緊急避難カード」の配付

   ③「緊急連絡シート」（レスキューポット）の配付

(2)「災害時緊急避難カード」の作成と全会員への配付

(3)緊急時対応を記載した（マグネットシート）の配付

Ⅱ．組織強化に関する事業                

「安全・安心の透析を継続」また時代の流れを鑑みた委員会再編により、「活動の

発信」の幅を広げることが出来ました。会報誌「きぼう」には新委員長の抱負を掲載

し、改めて組織強化の重要性を発信しました。又、スケジュールシートの共有によ

り、ウェブサイトのタイムリーな更新も引き続き行っています。

ブロック名 今回筆数 前回筆数 前回比 募金（円）

阪  神 5,831 6,710 -879 ¥735,322

神  戸 2,030 2,395 -365 ¥561,211

東  播 2,132 2,144 -12 ¥386,903

丹  播 341 553 -212 ¥105,460

淡  路 1,683 2,032 -349 ¥73,900

西  播 1,411 1,762 -351 ¥255,536

但  馬 287 313 -26 ¥58,000

その他 25 31 -6 ¥4,000

合  計 13,740 15,940 -2,200 ¥2,180,332



現在の腎友会が直面している「会員の高齢化」「後継者問題」等を原因とす

る会員数の減少には、いまだ歯止めがかかっていない状況です。

また、各ブロックで患者会のない施設へのアプローチも続けています。組織

強化の取り組みでは「どんな状況においても、あなたの助けになれるのが腎友

会です」というメッセージのチラシを発行しました。一定の効果はありました

が、現在までのところ、会員の減少に大きな変化は現れてきていません。大き

な取り組みとしては「語り部プロジェクト」がいよいよYouTubeと冊子という

形になり、歴史の風化を防ぎ、継承の一助になればと願っています。

1．患者会活動の支援

(1)ブロック役員会の開催

(2)代表幹事会の開催

2．入会促進活動の継続

(1)語り部プロジェクト:Youtubeと冊子の発行

(2)施設管理者写真入りの入会促進チラシを引き続き活用する

(3)透析施設との懇談と協力体制の構築及び維持

(4)患者会への支援(総会･学習会開催等)

(5)全腎協との連携

3．第26回通常総会の開催

  (1)日時:6月15日(日)10:30～14:00

  (2)会場:兵庫県学校厚生会館

  (3)出席:正会員（代表幹事等）オブザーバー

4．理事会の開催

(1)第131回(5/17 福建会館)

(2)第132回(7/13 福建会館)

(3)第133回(9/21 福建会館)

(4)第134回(1/25 福建会館)

(5)第135回(3/29 福建会館)

5．三役会の開催

6．委員会等の設置と取組

(1)組織運営委員会 (2)QOL向上委員会 (3)元気アップ委員会 (4)広報委員会

(5)事務局長会議 (6)作業所運営会議 (7)予算委員会

7.組織の現況   

(1)兵庫県内透析施設：196（前年比▲2）

(2)患者会数：106（前年比▲7）

  (3)会員数の推移(過去10年)     

年度末 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

会員数 5,427 5,350 5,159 5,015 4,942 4,626 4,250 3,932 3,570 3,259

前年比増減 -77 -191 -144 -73 -316 -376 -318 -362 -311

(4)賛助団体数：102団体、賛助会員（個人：606名）、賛助会員（家族：407名）



Ⅲ．腎臓病の予防および治療に関する知識の普及と啓発事業

2006年から県の委託事業として取り組んでいる「兵庫慢性腎臓病シンポジウム」は

尼崎市の協力のもと開催することができました。わたしたちは、高額の治療費をかけ

延命させてもらっているので、慢性腎臓病の方々の透析導入を少しでも遅らせ医療費

削減に貢献することを目的にCKD予防啓発活動を続けてまいりました。その成果が現れ

てきたのか、2021年から透析導入者が少し減少に転じています。また、県内各地でのC

KD予防啓発活動の定着化により、兵庫県腎友会の認知度も広がってきました。

１．慢性腎臓病（CKD）対策事業

  (1)兵庫慢性腎臓病シンポジウム2025（兵庫県からの委託事業）

   ①開催日時 2026年3月1日（日）13：30～16：00

   ②開催場所 尼崎市総合文化センター

   ③内容

   主催者挨拶 兵庫県保健医療部 次長 兼 疾病対策課長   圓尾文子 氏

   Ⅰ部 講演 基調講演「慢性腎臓病の話」

      講師 兵庫県立尼崎総合医療センター  

         診療部長、教育部長、腎臓内科部長 竹岡 浩也 先生

      食事管理 「食事療法について」兵庫県立尼崎総合医療センター

         栄養管理部 栄養管理課 増山 香里 先生

「CKD治療のお薬について」兵庫県立尼崎総合医療センター

                  薬剤部 白神 友香 先生

  体験談「健康診断結果を軽く見た代償」 兵庫県腎友会

    伊丹ガーデンクリニック患者会 代表幹事 上本 靖 氏

「尼崎市の施策」（取り組みについて）尼崎市 保健局

           健康支援推進担当 課長 新居 久代 氏

Ⅱ部 パネルディスカッション

   座長 神戸大学大学院腎臓内科名誉教授

      医療法人社団 一陽会 服部病院

       腎臓内科部長兼透析センター長 西 愼一 先生

パネリスト 上記講師のみなさん

  閉会の挨拶 NPO法人兵庫県腎友会      会長 松菱 理恵子

        ④参加者 86名

(2)各市町のCKD啓発活動

開催日 ブロック 事業名 会場 参加人数

07/15 但馬 「打糖教室」 朝来市保健センター 28

9/28 神戸 「知って得する腎臓病講演会」 中央区文化センター 75

10/29 西宮 西宮市慢性腎臓病CKD予防 フレンテホール 226

11/27 東播 健康ミニ大学 小野市伝統産業会館 101



12/4 東播 食育・健康づくりボランティア養成講座 明石市保健所 13

12/13-14 淡路 腎キャンペーン JA淡路島本所駐車場 21

12/13 東播 成人健康相談会 三木市保健センター 4

1/20 東播 腎臓病セミナー 高砂市役所 41

2/12 淡路 腎臓を守る会 淡路市役所大会議室 20

2/19 西播 神河町健康講座 神河町保健センター 40

3/1 県 兵庫慢性腎臓病シンポジウム2025 尼崎市総合文化センター 86

2.臓器移植医療の普及啓発事業

(1)臓器移植推進キャンペーン（淡路12/13-14、神戸まつり5/18）

(2)腎臓移植の市民公開講座（11/9＠アスピア明石）

3.長期透析者表彰

・透析歴30年：27名（阪神9、神戸6、東播6、丹播0、淡路0、西播4、但馬2）

・透析歴35年：18名（阪神5、神戸5、東播6、丹播0、淡路0、西播2、但馬0）

・透析歴40年： 8名（阪神4、神戸1、東播1、丹播0、淡路1、西播0、但馬1）

・透析歴45年： 2名（阪神0、神戸2、東播0、丹播0、淡路0、西播0、但馬0）

・透析歴50年： 2名（阪神1、神戸1、東播0、丹播0、淡路0、西播0、但馬0）

・しるばー10：85名（阪神27、神戸22、東播13、丹播10、淡路5，西播5、但馬3）

Ⅳ．腎臓病患者の自立を支援する事業

透析患者のQOL（生活の質）向上を目指し、当会では「元気アップ委員会」および

「QOL向上委員会」を中心に、様々な講演会や交流会を開催しています。

これらの活動は、各ブロックとの共同企画や、ブロックの枠を超えた広域的な連携

によって運営されており、意欲ある多くの会員が地域を問わず積極的に参加していま

す。

自ら透析生活の質を高めるための情報を集め、主体的に行動することこそが、健や

かな長寿を全うする秘訣であると考えております。今年度は以下の通り活動を実施い

たしましたので、ご報告申し上げます。

元気アップ委員会では、会報誌「きぼう」に会員の皆さんの楽しみにしている事や

趣味などの体験談を掲載しました。また、５月１１日（日）に淡路ブロックの協力を

得て「タマネギ収穫体験」を行いました。透析の無い１日を観光バスに乗って出か

け、目的地の畑でおいしそうなタマネギをひとり１０個収穫しました。そして、昼食

をいただきながら他ブロックの方たちとの交流会もしました。

QOL向上委員会では、本年度2回の交流会を開催しました。第1回は7月27日(日)に東

播ブロックと協働し、明石市立生涯学習センターにて地域学習会「フレイル防止の栄

養講座」を開催しました。第2回は3月15日(日)にアスピア明石にて「春うらら 落語de

交流会 ～笑って免疫力あげま笑（しょう）～」を開催しました。両会ともに活発な意



見交換が行われました。なお、より多くの方にご参加いただけるよう、県内各地から

の利便性を考慮し、明石市を開催地といたしました。

1.ブロック交流会・家族会交流会

阪神（6/29、11/9)、神戸(2/22)、東播(2/15)、丹播(11/2)、淡路(5/18)、

西播(11/16)

開催日 ブロック 事業名 会場 参加人数

5/18 淡路 淡路ブロック交流会 宇治 平等院 39

6/29 阪神 阪神ブロック50周年記念交流会 西宮フレンテホール 173

11/2 丹播 家族交流会（ニジマス釣り） 丹波市あまご村 26

11/9 阪神 介護時のポイント 西宮総合福祉センター 19

11/16 西播 西播フェス 姫路市総合福祉会館 30

2/15 東播 家族会員の集い アスピア明石 23

2/22 神戸 家族のつどい 市立総合福祉センター 29

2.地域学習会

阪神(6/1、9/7、11/9、11/30、2/22)、神戸(7/6、12/7)、 東播(7/27、11/9)

丹播(10/5)、淡路(9/14)、西播(7/27、11/16)、但馬(11/30)

開催日 ブロック 事業名 会場 参加人数

6/1 阪神
透析初心者向け講習会

講師：平明会クリニック 平林 顕 院長

三田市総合福祉

保健センター
84

7/6 神戸

阪神・淡路大震災からの教訓

講師：県災害時透析医療リエゾン

   三宮HD 透析室長 秋山茂雄 先生

神戸市立婦人

会館
44

7/27 東播
フレイル防止の栄養講座

講師：斉藤内科管理栄養士  坂井敦子 先生

明石生涯学習

センター 27

7/27 西播
透析患者の血管（シャントと動脈硬化について）

姫路第一病院 福岡 正人 先生

龍野経済交流

センター
40

9/7 阪神
在宅医療を始める前に知っておきたいこと

講師：三和クリニック 豊國 剛大 先生

尼崎市中小企

業センター
40

9/14 淡路
これからの透析医療

講師：斉藤内科管理栄養士  坂井敦子 先生

洲本総合福祉

会館
30

10/5 丹播

腎代替療法に関する最近の話題

講師：ツクシクリニック院長 中野翔平 先

生

加西市民会館 26



11/9 東播

移植という選択（市民公開講座）

神戸中央病院 足立 陽子 先生

兵庫県立西宮病院 岸川 英史 先生 他

アスピア明石 40

11/9 阪神

美容師からの介護のポイント

講師：千久谷 祐里氏

   加古川医療センター患者会代表幹事

西宮市総合福

祉センター
19

11/16 西播

クイズに答えて楽しく学ぼう！知ってなる

ほど、透析フットケア

関西国際大学 保健医療学部 助教

       白石 夕起子 氏

姫路市総合福

祉会館
33

11/30 阪神

透析患者の旅行アシスト

講師：大植クリニック 佐藤 舞 先生

   ㈱大阪旅行 西本専務取締役

西宮市総合福

祉センター
27

11/30 但馬

調理実習

講師：公立八鹿病院 栄養管理士

   足立 貞子 氏

日高健康福祉

センター
14

12/7 神戸

災害に備えよう！

～食品のストックと活用方法を考えよう～

講師：斉藤内科クリニック 管理栄養士

   坂井 敦子 氏

神戸市婦人会

館5階
38

2/22 阪神
フレイルにならないためのお話

講師：六翠会 運動療法担当 大野昌彦氏

西宮市総合福

祉センター
29

3.バス旅行

阪神 9/28 須磨シーワールド シャチイルカショーと水族館見学の旅（95名）

神戸 11/9  鳴門うずしおクルーズ（56名）

東播 9/28 京都湯の花温泉とトロッコ列車での嵐山散策（38名）

淡路 5/18 宇治 平等院（39名）

西播 9/7 加西市いこいの村はりま（27名）

但馬 6/29 須磨シーワールドとキリンビール工場見学（13名）

4.腎臓病の医療と福祉相談事業

(1)医療と福祉相談

①全国腎臓病協議会が実施する電話相談の紹介

②事務局員による相談対応（随時）

(2)栄養相談

①栄養管理士による電話相談は中止

②会報誌「きぼうに栄養管理士による「新・栄養講座」を連載

(3)慢性腎臓病（透析対象）食事会の開催

腎不全治療食食事会（10/19）＠神戸ポートピアホテル（93名）



5.QOL向上委員会

(1)交流会の開催

①第1回7月27日（日）フレイル防止の栄養講座（27名）

②第2回2026年3月15日（日）春うらら 落語de交流会（36名）

(2)委員会の開催

  第1回：6/15、第2回：9/13、

6.元気アップ委員会

(1)会報誌「きぼう」に､私の生きがいシリーズを掲載

(2)交流会の開催

  5/11（日）淡路玉ねぎ交流会（50名）

(3)委員会の開催

  第1回：9/6、第2回：3/8

7.腎不全治療食の講習、調理実習会の共催

8.自立支援のための事業所運営

(1)兵庫県腎友会を母体とする事業所

  ①西宮市 地域活動支援センター太陽：2026年10月31日にて閉所

  ②姫路市 就労継続支援B型ワークスペース恵：2026年4月30日にて閉所

(2)運営体制

①代表者：松菱理惠子

②支援員の配置

Ⅴ．介護を要する難病患者の支援事業

実態調査の結果から高齢化、独居がさらに増え、医療費助成制度の重要性や持続の

必要性を痛感しました。次年度に繋げていきたいと思います。

1. 通院支援対策

市町要望懇談

2. 透析患者実態調査委員会報告書

3. 通院支援団体への支援

  (1)西宮市 ＮＰＯ法人支援の会ひまわり

4. ウェブサイトでの情報提供

Ⅵ．腎臓病患者の医療と福祉に関する調査研究と情報収集及び提供事業

会報『きぼう』を当初の計画通り３回発行いたしました。特集では歴代女性委員長対

談、各新委員長の抱負や、語り部プロジェクトを掲載するなど誌面の充実に繋がりまし

た。学習講座の連載も定着し好評を得ております。更に、組織運営委員会との協働で

「語り部プロジェクト３編」（腎友会５０年の歴史、長期透析者の語り、阪神淡路大震

災教訓）の冊子へのまとめ、動画のYoutube発信と革新的な情報発信をいたしました。表

紙やまち散策では四季折々の見どころを紹介しました。反面、患者会全体の高齢化で配

付の負担は増しております。課題としては、誌面離れに対し如何にして読者に寄り添っ

た内容で会員に迅速に伝えるかが問われています。



更に、2025年8月より透析患者実態調査委員会を発足し、2005年より5年ごとにアンケー

ト方式で会員の実態状況及び意識変化の調査分析を行いました。

兵庫県内透析患者数調査：2025年末患者数の把握作業

1. 正会員・理事の研修会の開催

  (1)正会員（代表幹事）

  (2)正会員（代表幹事）研修会

   社員総会後（6/15）に実施「移植コーディネーターの役割と移植について」

   講師：兵庫県臓器移植コーディネーター 杉江 英理子 氏

  (3)理事研修会

   理事研修会を理事会終了後に実施

2. 透析患者調査事業

5年毎に透析患者に対してアンケート調査をサンプリング手法を用いて実施し

報告書を取纏め。

3．会報誌「きぼう」の発行（年3回）

   発行 No.165(5月) No.166(9月) No.167(1月)

4. 「事務局だより」「家族会ニュース」の発行

    (1)事務局だより：No194（10月20日）

    (2)家族会ニュース：春号、秋号

Ⅶ．他団体との連携、交流事業

透析患者会の全国組織である全国腎臓病協議会の総会、近畿ブロック会議、シンポ

ジウム等の学習会で意見交換や交流をして、兵庫県下の会員の皆様に情報提供しまし

た。例年の兵庫県難病連や他団体の事業のほかに腎移植の推進事業としての「市民講

座」が明石市で開催され、腎移植の体験談もあり再新情報を提供しました。

兵庫県難病団体連絡協議会と各市難病団体連絡協議会が連携し､相談会での地域学習会

を実施しました。２０２５年度はたつの市と加西市で医療生活相談会を実施しまし

た。また、「ひょうご安全の日」は災害対策事業として公開講座を行い､QOL向上委員

会をはじめ多数のご参加をいただきました。

1.(一社) 全国腎臓病協会への参加

(1)定期社員総会（6/21-22） 東京

(2)全腎協代表者シンポジウム（11/22-23）

(3)近畿ブロック会議（前期：7/6）奈良、（後期：2/22）新大阪クライトン

前期参加者：松菱会長、古家副会長、野田理事

後期参加者：松菱会長、野田理事

(4)役員派遣及び社員代表

①代表社員：松菱理惠子

  理  事：野田一真

②代表社員の出席

③その他の会議などへの出席

(5)青年研修会8/24

(6)請願活動の協力



①第55次請願

②国会請願行動2026年3月19日（木）参議院議員会館

2.兵庫県透析医会との協力体制

①第36回懇話会 10/4 17:00-18:00 福建会館8階会議室

  参加者：松菱会長、角野副会長、富田副会長、市川副会長、金田副会長、

      藤本事務局長

3.兵庫腎疾患対策協会

  ①総会（7/19）＠芦屋竹園ホテル

②参加者：松菱会長、角野副会長、富田副会長

4.(一社)兵庫県難病団体連絡協議会への参加

(1)定期総会（6/15） 中央区文化センター

(2)医療・生活相談会（7/27 たつの市）（10/5 加西市）

(3)ひょうご安全の日推進事業（11/16）あすてっぷKOBE

(4)役員派遣及び理事・幹事会への出席

①理事：小谷眞行 幹事：平井幸子

(5)JPA請願活動への協力

Ⅷ．その他の事業（定款第５条(2)に定める事業）

2025年度について、その他の事業（腎臓病患者向け栄養補助食品、健康器具、書籍等の販売）

は実施しておりません。


